
AIを導入した大規模診療データ解析による
腫瘍崩壊症候群 (TLS) の発症予測モデルの構築

 薬剤師ならではの臨床疑問に根差した研究を推進（医学研究科で唯一の薬剤師職のみで構成される研究室）

名古屋市立大学医学部附属東部医療センター薬剤部/医学研究科 臨床薬剤学分野の取り組み例

 薬物療法の個別最適化と質向上を目指す、医師の負担軽減にも貢献
（医師への処方提案 a、多職種医療チームへの参画、がん専門薬剤師外来）

a. 医師への処方提案の一例
(薬物血中濃度解析による最適投与法の提案)

 チーム医療と地域社会で活躍することの出来る薬剤師の育成

科研費（文科省）の支援のもと薬剤部で進行中の臨床研究

（「名市大病院群横断型共通教育プログラム」の構築と運用）

TLS発症リスク因子の解明

TLS発症予測モデルの構築

個別最適化した副作用予防法
の確立

副作用を心配すること なく、
安心して抗がん剤治療を受け
られる成果を世界に発信

腫瘍崩壊症候群 TLS とは︖
• 抗がん剤治療による

副作用の一つ

• 発現頻度は稀だが、
時に急性腎障害や死亡
に至り得る

• 胃がん、大腸がんなど
固形がんにおける先行
研究は大変乏しい

本研究の関連演題にて「日本臨床腫瘍薬学会2025 最優秀演題賞」を受賞


